
 

 

 

 

 

 

 

耳の痛いことを言う人こそ大切に 
 

県北教育事務所長 藤田 博隆 

 

 

もうすぐ夏季休業が終わり、授業や様々な活動が最も充実する時期を迎えます。児童生徒

との久々の対面を前に、学校では、様々な準備を進めていることと存じます。 

夏季休業中、様々な研修会で申し上げているように、今年度に入り、県北管内において、

児童生徒の命に係わる大きな事故、教職員の不祥事が発生しておりません。各学校でのご指

導、そしてコンプライアンス研修等の成果の賜物です。あらためて深く感謝申し上げます。 

 

 しかしながら、先日、淑徳大学教授の坂田仰先生による、法に基づいたリスクマネジメン

トやいじめへの適切な対応についての講演を聞く機会があり、その中の「正常性バイアス」

という言葉にはっとしました。人には、「自分たちに限って問題はない」、「これまでは大丈夫

だったから次も大丈夫」と、不都合な兆候から無意識に目を背け、現状を楽観視してしまう

心理的な盲点があり、それこそが、重大な危機を見落とす引き金になります。今年度、管内

で大きな事故がないと常々話している自分にとって、大きな戒めとなる言葉でした。 

 

そこで思い出したのが、「耳の痛いことを言う人を大切にしろ」という、ある先輩の言葉で

す。誰でも「それは違う」と言われたり、自分と違う考えを示されたりすることには抵抗が

あります。また、人間関係が悪くなることを恐れて、否定的な言葉や意見を伝えることを控

えてしまいます。特に、管理職等に「それは違うのでは」、「もう少し良い方法があるのでは」

という意見が入ってこないと、学校にとって致命的なミスにつながりかねません。 

 

だからこそ、学校の課題を指摘し、耳の痛い意見や異なる視点をぶつけてくれる存在は、

「正常性バイアス」に陥らない、むしろ大切な存在だと考えられます。 

厳しい指摘を受けても、正しい方向を指し示してくれるフィードバックとして真摯に受け

止める。教職員皆が、そういった謙虚さと前向きな考え方をもち、耳が痛いことや様々な考

えを言い合えるような、安全で風通しの良い学校組織づくりの継続をお願いいたします。 

 

県北教育事務所といたしましても、引き続き先生方が教育の専門家としての矜持を実感し、

日々の教育活動に邁進していけるよう、力を尽くしてまいります。今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。 

茨城県県北教育事務所 
令和８年８月 24日(月) 
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◆夢を育み 明日が待たれる 魅力ある学校づくり◆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


